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誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
伊
佐
を
め
ざ
し
て

認
知
症

認
知
症
をを

理
解
理
解
し
よ
う

し
よ
う

　

み
な
さ
ん
は
伊
佐
市
の
高
齢
化
率
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
令
和
３
年
７
月
31
日
現
在
、
41

・
94
％
。
つ
ま
り
、

伊
佐
市
民
の
２
～
３
人
に
１
人
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で

す
。
人
間
は
必
ず
歳
を
重
ね
老
い
て
い
き
、
そ
の
過
程
で

認
知
症
と
な
る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。
今
は
認
知
症

と
無
縁
の
人
も
、
い
ず
れ
、
ど
こ
か
の
時
点
で
ご
自
分
が
、

家
族
が
、
友
達
が
認
知
症
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
を
身
近
な
病
気
と
捉
え
、
正
し
く
理
解
す
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

９
月
21
日
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

　

１
９
９
４
年
９
月
21
日
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
等
に
関

す
る
認
識
を
高
め
、
世
界
の
患
者
と
家
族
に
援
助
と
希
望

を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
協
会
（
Ａ
Ｄ
Ｉ
）
と
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

が
共
同
で
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
を
制
定
し
ま

し
た
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、
９
月
21
日
を
含
む
日
曜
か
ら
土
曜
ま

で
の
一
週
間
を
「
認
知
症
を
理
解
し
一
緒
に
歩
む
県
民
週

間
」
と
し
て
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を

深
め
る
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

（
今
年
は
９
月
19
日
～
25
日
）。

　

こ
の
期
間
中
、伊
佐
市
で
は
大
口
・
菱
刈
図
書
館
に
「
認

知
症
に
関
す
る
図
書
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前
ス
ク
エ
ア
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
「
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
※

」
を
行
い
ま
す
。

※
１　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
認
知
症
の
ひ
と
つ
で
す
。

※
２　

オ
レ
ン
ジ
色
は
認
知
症
支
援
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
り
、

　
　
　

「
手
助
け
し
ま
す
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※



治
療
方
法
は
あ
る
の
？

　

現
在
の
医
療
技
術
で
は
、
完
治
や
劇
的
な
快
復
は
で
き

ま
せ
ん
。
認
知
症
は
進
行
性
の
病
気
な
の
で
、
失
っ
た
能

力
は
元
通
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
薬
や
運
動
療
法
な
ど

に
よ
り
症
状
の
進
行
速
度
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
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は
じ
め
に

　

認
知
症
施
策
推
進
関
係
閣
僚
会
議
が
発
表
し
た
「
認
知

症
施
策
推
進
大
綱
（
令
和
元
年
６
月
発
表
）」
に
は
、「
２

０
１
８
年
に
認
知
症
の
人
の
数
が
５
０
０
万
人
を
超
え
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
７
人
に
１
人
が
認
知
症
と
見
込

ま
れ
る
」
と
い
う
衝
撃
的
な
数
字
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
２
０
２
５

年
に
は
認
知
症
高
齢
者
数
が
約
７
０
０
万
人
（
高
齢
者
の

約
５
人
に
１
人
）
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
で
最
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
む
日
本
に

お
い
て
、
高
齢
化
に
伴
う
認
知
症
の
人
の
増
加
に
対
す
る

取
組
み
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。
認
知
症
は

誰
も
が
な
り
う
る
病
気
で
あ
り
、
も
は
や
ほ
と
ん
ど
の
人

が
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
現
実
」
な
の
で
す
。

認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

脳の細胞が死んでしまうことに

よって直接おこる

症状【中核症状】

性格や環境、心の状態によって

でる症状【行動・心理症状】

治すこと
ができま
せん

まわりの
人の助けが
あればよく
なります

● 覚えられない　

● 忘れてしまう

● 時間や月日、場所、人がわから
　なくなる

● 考えるスピードがおそくなる

● 新しい機械が使えなくなる

● 計画が立てられない、計画どお
　りにできなくなる

● 元気がなくなる

● 「ものを盗られた」
　と思い込む

● 道に迷って家に帰れない

認知症の進行

　

認
知
症
は
、
脳
の
病
気
や
障
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

に
よ
り
、
認
知
機
能
（
も
の
ご
と
を
判
断
す
る
能
力
）
が

低
下
し
、
日
常
生
活
全
般
に
支
障
が
出
て
く
る
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
記
憶
を
司
る
「
海か

い

ば馬
」
を
中
心
に
神
経

細
胞
が
障
害
を
受
け
、
脳
が
委
縮
す
る
こ
と
で
発
症
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
症
状
が
あ
る
の
？

　

認
知
症
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
は
、
認
知
症
の
中
で
最
も

多
く
、
脳
神
経
が
変
性
し
て
脳
の
一
部
が
萎
縮
し
て
い
く

こ
と
で
起
き
ま
す
。
症
状
は
も
の
忘
れ
か
ら
発
症
す
る
こ

と
が
多
く
、
ゆ
っ
く
り
と
進
行
し
ま
す
。

　

次
い
で
多
い
の
が
脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
の
脳
血
管
障

害
に
よ
る
血
管
性
認
知
症
で
す
。
障
害
が
起
き
た
脳
の
部

位
に
よ
っ
て
症
状
が
異
な
る
た
め
、
一
部
の
認
知
機
能
は

保
た
れ
て
い
る
「
ま
だ
ら
認
知
症
」
が
特
徴
で
す
。
症
状

は
ゆ
っ
く
り
進
行
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
階
段
状
に
急
速

に
進
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
現
実
に
は
見
え
な
い
も
の
が
見
え
る
幻
視

や
、
手
足
が
震
え
た
り
歩
幅
が
小
刻
み
に
な
っ
て
転
び
や

す
く
な
る
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
64
歳
以
下
の
人
が
発
症
す
る
若
年
性
認
知
症
も

あ
り
ま
す
。

《加齢によるもの忘れ》

もの忘れと

認知症のちがい。

？

？

《認知症による記憶障害》

例） 朝ご飯に何を食べたか

　　　思い出せない

● 自分が忘れていることに自覚が

　    ある

● ヒントがあれば思い出せる

● 日常生活に大きな支障はない

体験の一部を忘れる

体験そのものを忘れる

例） 朝ご飯を食べたこと自体

　　　を忘れてしまう

● 物忘れをしている自覚がなく頻

　    繁に起こる

● ヒントがあっても思い出せない

● 日常生活に支障が出る



1 .  支
え
る
仕
事

　

認
知
症
介
護

は
孤
独
や
不
安

と
の
戦
い
で
す
。

大
切
な
人
が
認
知
症
を
患
い
、

そ
の
ご
家
族
は
み
な
さ
ん
大
変

な
思
い
で
介
護
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
で
す
が
、
介
護
家
族
に
も
寄
り
添
い
、
介
護
の
つ

ら
さ
や
悩
み
を
少
し
で
も
緩
和
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る

こ
と
が
、
私
た
ち
介
護
職
の
重
要
な
役
割
で
あ
り
、
仕
事

の
や
り
が
い
で
も
あ
り
ま
す
。

本
人
が
い
ち
ば
ん
苦
し
ん
で
い
る

　

認
知
症
介
護
に
は
、
「
答
え
」
や
「
ゴ
ー
ル
」
が
あ
り

柳
田 

裕
太
さ
ん

介
護
福
祉
士
（
社
会
福
祉
法
人
大
一
会
）

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
多
く
の
人
が
悩
み
、
不
安
を
抱
え

て
い
ま
す
。
介
護
の
現
場
で
も
、
患
者
さ
ん
か
ら
泥
棒
扱

い
さ
れ
た
り
、
無
理
難
題
を
押
し
付
け
ら
れ
た
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁
に
発
生
し
ま
す
。
し
か
し
、
不

可
解
な
行
動
に
は
必
ず
理
由
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
と
き

ど
き
の
行
動
の
理
由
が
わ
か
る
ま
で
「
待
つ
」
姿
勢
が
と

て
も
大
切
で
す
。

認
知
症
患
者
と
の
接
し
方

　

人
格
を
否
定
し
、
本
人
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
話
を
よ
く
聴
き
、
同
調
も
否
定
も
し
な
い
会
話

話
を
よ
く
聴
き
、
同
調
も
否
定
も
し
な
い
会
話

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
食
べ
た
ば
か
り
な
の

に
「
食
事
は
ま
だ
か
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
「
さ
っ
き
食
べ
た
で
し
ょ
」
と
否
定
す
る

の
で
は
な
く
、
「
そ
っ
か
。
ご
は
ん
ま
だ
な
ん
だ
ね
」
と

返
事
し
た
り
、
空
に
な
っ
た
食
器
を
み
せ
た
り
、
本
人
の

気
持
ち
が
落
ち
着
く
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

認知症の人への対応

Point ご紹介します

７つのポイントを

年齢
高齢者
人口

認知症が疑われる
高齢者

人数 割合

65-69 歳 2,307 19 0.8％

70-74 歳 2,290 45 2.0％

75-79 歳 1,658 64 3.9％

80-84 歳 1,641  162 9.9％

85-89 歳 1,365 278 20.4％

90 歳以上 1,131 474 41.9％

総計 10,392 1,042 10.0％

地域包括ケア見える化システム （令和２年１０月）

伊
佐
市
の
認
知
症
高
齢
者
の
状
況

　

伊
佐
市
の
高
齢
者
の
う
ち
、
介
護
認
定
を
受
け
た
人
で

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
は
、
高
齢
者
全
体
で
10
・
０
％
で

す
。
65
歳
以
上
の
10
人
に
１
人
以
上
が
認
知
症
高
齢
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
認
知
症
高
齢
者
の
割
合
が
増
え
、

85
～
89
歳
で
20
・
４
％
、
さ
ら
に
90
歳
以
上
で
は
41
・
９
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

相手に目線を合わせ

てやさしい口調で

相手の言葉に耳を傾

けてゆっくり対応す

る

おだやかに、はっき

りした話し方で

  後ろから声をかけ

ない

声をかけるときは

一人で

余裕をもって対応

する

まずは見守る
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声声

現
場

の

現
場

の

西本 みきさん　

認知症地域支援推進員（菱刈担当）

１

３

５

７

２

４

６



Ａ
さ
ん
の
作
品
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絆夫婦の夫婦の

添田 一二美さん　

認知症地域支援推進員（大口担当）

認知症の夫（Ａさん）を介護する妻（Ｂさん）のお話

対応した認知症地域支援推進員のお話

　認知症の家族を持つ人と、それを支える地域包括支援センター

職員との間で実際にあった事例を紹介します。みなさんも「自分

の身近なこと」としてお読みください。

　夫が認知症と診断された時、「どこに相談すればいいのかな？」、「誰に相談したらいいのか

な？」と不安な日々が続きました。

　「夫から何もかもを取り上げるわけにはいかない。できることは続けてほしい」と思ってい

たのですが、ある日夫が車で外出し、自損事故を起こしてしまいました。

　「ケガがなくてよかった、誰かを傷つけずによかった」と家族で安堵し、車の運転について

話し合いました。「運転ができないわけではないけれど、もしものことがあれば後悔するに違

いない」と、夫は免許を返納することを選びました。

　それからの夫は、毎日、一日の時間が長く、時間を持て余して

いるようでした。以前はたくさんの趣味があったのに、今は集中

力が必要な細かい作業も億劫になり、テレビを付けて時間が経つ

のを待っているような生活でした。

　このような中、自分も仕事を持つＢさんは、思い切って

大口地域包括支援センターへ相談を決意しました。

　Ｂさんから「夫と話をしてくれませんか。夫は、昔のことはまだ覚えています。話もできま

す。今後も楽しみを持って生活してほしいですが、家族であれこれ提案しても話が進まない状

態です。私自身、夫のことが気になって、仕事が手につかないこともあります。一人にしてし

まうと罪悪感もあります」と、あれこれ悩みや希望を聞き、話が尽きませんでした。偶然なの

ですが、Ａさんと私の父は友人同士で、私もＡさんと面識がありました。

　この相談を受けて、後日、Ａさん宅を訪問しました。

　「○○さん（私の父）の娘さんが、心配して来てくれたよ。お話をしよう」とＢさんはＡさ

んに声をかけました。「懐かしかね～」と、Ａさんは穏やかな笑顔で私を迎えてくれました。

たくさんの昔話をして、Ａさんの表情が活き活きしていたのが印象的でした。

　“身体は元気だけど忘れてしまう。それでも楽し

く過ごしたい”これがＡさんの本音です。

　「認知症になっても楽しく目標を持って生活する

ことができますよ」と通える場の紹介をして、Ａさ

んは通所型サービスに通うことになりました。

　今では週２回、毎回楽しみに参加しています。散

歩も続けて、孫が泊まりに来るのを笑顔で出迎えて

いるとのことです。

　認知症になってもできる限り住み慣れた地域で

暮らし続けることができる社会をめざし、認知症の

人やその家族に寄り添った支援が提供できるように

これからも努めていきたいと思います。



～
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
～

　 

認
知
症
カ
フ
ェ

　

認
知
症
の
人
や
家
族
、
介
護
や
医
療
の
専
門
職
員
、
地

域
住
民
な
ど
誰
で
も
参
加
で
き
る
通
い
の
場
で
す
。
伊
佐

市
で
は
、
市
内
５
か
所
で
認
知
症
カ
フ
ェ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
一
緒
に
お
茶
を
し
な
が
ら
情
報
を
交
換
し
、
認

知
症
に
関
す
る
悩
み
ご
と
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参

加
無
料
で
す
。

し
あ
わ
せC

a
f
é

ミ
モ
ザ
（
７
月
24
日
）
に
参
加

　

前
半
は
、
薬
剤
師
に
よ
る
「
お
薬
と
の
優
し
い
付
き
合

い
方
」
の
講
演
。
後
半
は
、
参
加
者
同
士
や
大
口
病
院
ス

タ
ッ
フ
と
の
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
意
見
交
換
会
で
、
と
て
も

和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

参
加
者
に
お
話
を
伺
う
と
、「
認
知
症
に
つ
い
て
勉
強

し
た
い
」「
認
知
症
の
夫
と
一
緒
に
気
分
転
換
し
た
い
」

「
人
と
交
流
し
た
い
」
な
ど
、参
加
の
理
由
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

　

何
度
も
認
知
症
カ
フ
ェ
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
吉
松

さ
ん
と
新
保
さ
ん
は
「
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
が
親
切
で
、

と
て
も
お
話
し
や
す
い
で
す
。
こ
こ
で
学
ん
だ
知
識
を
友

人
な
ど
に
教
え
て
い
ま
す
」
と
、
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い

る
そ
う
。
み
な
さ
ん
、
病
気
と
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

～
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
～

 　

  

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
基
礎
を
学
び
、
正
し
く
理
解
す
る

こ
と
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守
り
、
地
域
で
支

え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
り
ま
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
は
、
特
別
な
活
動
で
は
な
く
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
の
「
応
援
者
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
市
内
の
小
中

学
校
や
医
療
機
関
、
介
護
施
設
な
ど
で
も
養
成
講
座
を
行

い
、
３
、
６
０
０
人
以
上
の
み
な
さ
ま
に
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
講
座
を
ご
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
団
体
ご
と
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

山
野
小
学
校
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

７
月
14
日
、山
野
小
学
校
５
・
６
年
生
が
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。
講
師
を
務
め
た
有
馬

修
美
さ
ん
（
社
会
福
祉
法
人
大
一
会
）
は
、「
認
知
症
の

人
は
不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
て
い
ま
す
。
周
り
の
人
が
病

気
を
理
解
し
、
や
さ
し
く
声
掛
け
し
て
ほ
し
い
」
と
、
本

人
の
意
思
を
尊
重
す
る
対
応
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
。
長

野
宏
二
郎
さ
ん
（
６
年
）
は
「
も
し
通
学
路
な
ど
で
認
知

症
の
人
を
見
か
け
た
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
声
で
丁
寧
に

お
話
し
し
よ
う
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

受
講
後
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
「
サ
ポ
ー
タ
ー

カ
ー
ド
」
が
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

カフェ名 日 時 場 所

伊佐のカフェおれん家
じ

  毎月第４木曜日   9 ： 30 ～ 1 1 ： 30 大口元気こころ館

伊佐のカフェ

おれん家
じ

 ㏌ 金波田
  毎月第 1 木曜日   9 ： 30 ～ 1 1 ： 30 金波田公民館

しあわせ café ミモザ   奇数月第４土曜日 14 ： 00 ～ 16 ： 00 ナチュラルカフェミモザ

まごしでカフェ   毎月第 1 水曜日 13 ： 30 ～ 15 ： 30 まごし館

南永で☆カフェ   毎月第４火曜日 10 ： 00 ～ 12 ： 00 南永校区コミュニティセンター

伊
佐
の
取
組
み
を
紹
介

目線を合わせて、やさしく声かけ

１

２
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お
ば
あ
ち
ゃ
ん
大
丈
夫
？



　

成
年
後
見
制
度
は
、「
お
金
の
管
理
が
で

き
な
い
」「
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
今
後

の
生
活
が
心
配
」
な
ど
で
お
悩
み
の
人
に
寄

り
添
い
、
一
緒
に
考
え
る
人
を
決
め
る
制
度

で
す
。
認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分

な
人
を
対
象
に
、
お
金
の
管
理
や
契
約
の
お

手
伝
い
等
を
し
ま
す
。

　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制

度
の
ご
紹
介
、
手
続
き
方
法
の
ご
説
明
な
ど

を
行
い
ま
す
。

※
判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
、
認
知
症
等
判

　

断
能
力
が
低
下
し
た
時
に
誰
に
何
を
頼
む

　

な
ど
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
「
任
意
後

　

見
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

伊佐市成年後見センター

☎２３—２３７７

伊佐市役所大口庁舎

大口地域包括支援センター内

不
安
な
人
は
、
ぜ
ひ
一
度

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

成年後見制度

結びに

　認知症は、誰にでもおこりうる病気です。たとえ認知症になっても、

その人らしく生きるためには周囲のサポートが欠かせません。認知症

の方々は、自分が自分でなくなる恐怖、これからどうなってしまうの

かわからない不安と戦っています。私たちにできることは、認知症を

理解し、受け止める環境をつくることです。誰もが安心感と自尊心を

保てるやさしい伊佐にしていきましょう。

➡認知症についてもっと知りたい人はコチラ

　認知症施策（厚生労働省ホームページ）QR コード

問い合わせ先　長寿介護課地域包括支援センター　　☎２３－２３７７ 　　１２２２・１２３５内線
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成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
を

立
ち
あ
げ
ま
し
た
！

上
ノ
原 

美
幸
さ
ん
　
長
寿
介
護
課

寺
岡 

公
美
さ
ん
　
長
寿
介
護
課

な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・

ポ
イ
ン
ト
事
業

９
月
の
対
象
活
動

○
女
性
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、

　

元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
忠
元

　

認
知
症
の
診
断
が
は
や
い
ほ
ど
治
療
の
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
心
理
的
不
安
も
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
医
療
や
介
護
、

福
祉
の
専
門
ケ
ア
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

３

問い合わせ先

あなたの権
利を守る！


